
5. 船 用 機 器
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5.1船一用ボ イ ラ

ここ数年来各造船所に約50の船用ボイラを製作納入したが,これ

らは国内船あるいは輸～-1川合用として利用されており,その優秀な作

能は脊 要船主から好評を博している｡

船用ボイラはその特殊性から,振軌,スペースファクタ,重韻な

ど設計上考慮されているが,近侍船体の大形化に伴いボイラも大作

量化されているので特に振動の問題が大きく取上げられ対 がとら

れている｡

昭和35年度ほ■l揮勘如こ引続き防衛げ納小形警備艦"おおなみ"用

主ボイラ13,000kW(17,500HP)2権を製γ1一三納入したが,訳逓転の

紡果はきわめて優秀な成績であった｡ここでほ35年度に製作納入し

た飯野重~r二株式会社納13,00〔)lくW(17,500HP)用テiミボイラについて

紹介する｡

5.】.113′000kW(17.5〕OHP)用主ボイラ

このボイラほイギリスAQUILA TANKERS CO.注文の40,000

D.W.T.タンカ用である｡

弟1図に組立断面図な示し,概略化柾を下記する｡

蒸 発 量

蒸気圧力

蒸気温度

給水温度

ボイラ効率

燃焼方式

通風方式

(kg/11)

(kg/cll12g)

(OC)

(OC)

(%)

強圧通風

計桝全JIリコ

40,000

42.2
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この主ボイラはB&W形インテグラルファーネスボイラで熱吸

収はきわめてよく,船用としてのきぴしくかつ急激な負荷の変動に

対して信敵性が高く,坂扱い,保守点検も符易なものである｡

本ボイラの特長は次のとおりである｡

(1)水壁管にほ耐火材を塗り急激な負荷の変動に対して安定し

た燃焼が得られる｡

(2) アテンペレークによりプ責気温度を一定にできる｡

(3) スーパヒータほウオクインタイブであり保守点検が容易で

ある｡

(4)低温エコノマイザにはギルドチューブを鹿用し,船体より

のビームによりつり下げてボイラとの問に十分なエキスパンショ

ソをとっている｡

(5)高温エコノマイザーチューブにほ小形フィソを多数梢付け

たものとして重量を軽減し,チューブの支持は3点支拍として振

動にほ特に考慮が払われている｡

(6)蒸気式空気ニ予熱器を装陥している｡

(7) 油バ

を用い負荷の

ナにはB&W,IOWAプレッシャーアトマイザ

動に対して安定した燃焼が得られる｡

(8)スートブロワの配置特にエコノマイザには従来のものより

数を増してあり,低質燃料に対してもススのトラブルを防止でき

るようにした｡

5.2 タ ー ビ ン

35年度に完成された商船用タービンにほ,日立造舶株式会祉潮

10,313kW(13,750HP)タービン1台,13,125kW(17,500HP)タ
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第1岡13,000kW(17,500HP)用主ボイラ組立断面図

第2図 日立造船株式会社納17,500HPターピソ

ービン1子ナが,それぞれ36,00ntおよび45,800t油槽舶の主推

とLて,またその船押掛~に川タービンとしてほ,640kW27≡ナ,800kW

タービン2f｢,さらに11本鋼粁株式会社納640kWタービン1台が

ある｡

日立造船株式会社納10,313lくW(13,750tIP)タービン11∠†,およ

ぴ640kWタービン2合は,JlりJとしてほ人きい酢附こ属さないが

主蒸気案什が58.7kg′/cm2g,4540Cであり舶用クーピソとしては記

録品である｡舶用としてかかる高配高托蒸気せ使用しても取扱いお

よび保く〕ミの面で問題がおきないように十分考慮して設計してあり,

34年10月侮上公ぷ凍終~rL引渡Lな完了L-た｡本タービンほさきに

(昭34咋7月)に引き渡しを完了したタービンの第2け機にあたる｡

日立造船株ぺ会社納13,125lくW(17,500Ⅰ-IP)タービンは,高低旺

タービンおよび減速申室を日立 作所で製作し,減速歯車の回転部
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第3岡 海上公武｢tlの1,600トン甲警
(日立17,500HPクーーヒソ2f㍉280kWタービン2台を搭載している)

分のみアメリカGE社にて日立設計の減 申室にあわせて設計製作

したものを輸入して使用Lた｡このような場合両者の取合部の製造

公差が間越となるが,慎重な設計と高精度工作機械の使用によりな

んら問題を起すことなくまったくスムースに組立てを終り,35年3

月海上公試後引き渡しを完了した｡本タービンは い､形式の受注

であり,日立製作所の製造技術がアメリカGE祉に比してまさると

も劣らないことを示すものといえる｡

この船の一発竃タービンは800kWでJlりjの点でほ,今までのもの

のうち最大である｡幹部の梢造ほ従 の船内発電川タービンとほぼ

同一であるが,加減弁まわりが分軋･∴(検しやすいように考慮して設

計してある｡

日本鋼管株式会社納 640kW タービンは,さきに納入した同形

12台のうちの1台を船側の粥情疋より1甘伴えるための代品注文であ

り,受注後発 まで約6箇月という短納期で完成した｡

艦艇用タービンとしては防衛げ1,600t岬形警備船用13,1251くW

(17,500HP)タービン2わ(イf舷1台∴む舷1合)が矧_戊Lた｡船体の

造所は了川l島造船所である｡本タービンは,さきに三井j貴船株式

遺した1,600tllり鯵讐肺艦2隻川4台のタービンとまったく

【~rd一仕様であるが,操縦装置関係をl妨街ノ~i上の御要求により多少変吏

している｡

性能試験に関Lては,昭和34年1月発行のr_｣立評論第41巻第1

号に述べてあるので省略するが,陸上公試,海上公試とも契約性能

よりはるかにすぐれた成績をもって完了した｡

艦内発電用ターピソは,J.r†力280kW背圧式で上記石川島のほか

に飯野 工で建造した同形艦用として2台,さらに34年度に同じく

2台と合計67亡†を納入し.た｡このタービンは,郡速機の性能がl彷衛

げに誹執られ機種統一の考えを変えてまで[t.立製作所に発注された

ものであり,工場宣会.渕釦こおいては特にこの 厳
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判力査検な

れたがなに一つとして問題となるものはなく,1三l立技術の優

立並Lた｡

5.3一拍用 電気品

｣
γ
一

性

35年度に納入した船用電気品のおもなものおよび船種を弟1表に

示す｡ 数年 呈したタンカの 造は船腹の増加により減退

し,かわって腑狂信机つ根立計画の進捗によりドレッジャの建造が

増加したことが=立つ｡ドレッジャは従来誘三翫E動機またはディー

ゼル機闊によりポンプを駆動する非日航式のポンプドレッジャがほ

とんどであったが,今回売場したバケット式およびサクショソ式の
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第4図1,600トン甲警用 2801くW 発電用タービン

第1表 納 入 主 要電 気

納 先
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新目 立汽船
リ キヤドプロ

大 洋 触 運
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キ ス タ ン
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産
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水 産 大 学

第4港湾建設局

第2港湾建設局

【.1立セメ ント

船 種

45,800トソ

33,800トン

14,500トソ

13,500トソ

12,850トン

8,700トン

20,000トン

11,000トソ

1,000トノ

バケソト

サクシ′コ こ/

ポ ン プ

カ

カ
船
船
船

ソ

ソ

物
物
物

タ

タ
貸
賃
貨

貨 物 船

鉱石運搬船

鉱石運搬船

漁業練習船

ドレッジャ

ドレッジャ

ドレッジャ

主要電気品

1,000kVA交流発電機2台

250kVA交流発電機2台

250kVA交流発電機3台

100kVA交流発電機2台

300kVA交流発電機3台

340kW商:流発電機 3台

3,5直流ウインチ10台

225kVA交流発`忍機2台

187.5kVA交流発電機2台

200kVA交流発電機
トロ･-ルウインチ

450kWレオナード

1,000kWレオナード

1,100kW誘導電動機

ものはそれぞれ450kWおよぴ2,000kW

･
}
｢
･‥椚気

合式21

1式電気推進

2式電気推進

1台

サ宥を置

r_司内ではじめての画期的新製品である｡

タンカ,貨物船,鉱石運搬船など一般両船に[1励交流発電機をは

じめ 流交の数

=
.
･

機および制御装置を納入した｡シリコン整流器

を使用した且励装置付

彪が払われている｡

舶用としての保護装掛こ特別の考

5.3.1ドレッジャ用電気設備

国土開発計画の一環として,港湾施設の整備,臨海地鵜の用登が

行われるため,しゅんせつ作業に従事する高軌能のドレッジャ用

ヌヽ 作された｡

(1)直流式ドレッジャ用電気設備

3月完成した運輸省第四港湾建設局(造船所日本鋼管)低位形バ

ケット式ドレッジャ用電気品は,掘削力強力にして硬土質のしゅん

せつに適するもので,推 用400kW直流電動機およびバケットラ

イン駆動用400kW直流電動機をそなえたワードレオナード設備お

よび補機よりなる｡二つの電動機ほIfd時に

阿路を卯負えて

転されることなく,主

転されるが,過電流制限を行うため,いわゆる三

を-ネ磁発電機を採用し,ラダー巻上機用901(Wヘットライン揚錨機

用60kW他多数の甲板補機と相待って順調な逆転を打っている｡

9月完成した 輸省第二港湾建設局(造船所三菱日本重工)ホッ

パ付ドラッグサクションドレッジャ用電気設備は海底土砂の大

畠しゅんせつ作業に適するものである｡本設備は双ら旋式推進器用

900kW直流

流 動機2

動機2台およびしゅんせつ渦巻ポンプ用450kW直

台を直列に接続し,1,000kWt白二流

いわゆる定電流制御方式を

動機2台で給電する

用したもので,わが国最初のカ式であ

る｡全速航行時は推進電動機のみ運転し,Lゆんせつ時はポンプお
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第5岡 推進月J400kW直流電動機

よび推進電動機を同時に駆動し,

させてしゅんせつを行う｡推進

ドラッグヘッドを海底上砂に接触

動機,しゅんせつ電動機,発電

は各個に海水空気冷却器を備えた全閉ユニットクール形で,励磁制

御装置は回転増幅機HTDを含み,迅

(2)交流式ドレッジャ用電気設備

かつ安訊こ制御される｡

昭和34年に引続き日立セメント納めポソプドレッジャ用とLて

1,1001くWポンプ用および300kWカッタ用誘導電動機を納入した〕

本船は現在東京湾埋立工事に活躍している｡

5.3.2 船用自励交流発電機

交流発電機は従来,励磁機そのほかの直流電源から他励磁され,

沓瞳の日動電圧調整器を併用して整完l における 動率 てし借補を

いたが,急激な負荷変動に対する瞬時電圧変動率を小さくすること

ほ因難であった｡

ここ数年

と負荷
,金属整流器の進掛こ伴い交流発電機目身の発1三′揖1三

流を合成整流して発電機を励磁する日励複巻励磁形の交流

第7図 ｢1励式竃J上調整器箱

第6岡 バケットライレ川400kW商流電動機

発電機が開発され,最近の船舶用にはほとんどすべてこの日励交流

発電機が採用されており,日立製作所でも多数製作納入した｡

[1励交流発電機は直流励磁機が不要であるため保守坂扱いが容易

であるとともに,急激な負荷変動に際して 圧回復時間がきわめて

速く,瞬時電圧変動率が小さいので,従来比蚊的小容量の交流発

機でも減電圧起動ないしは巻線形電動機を使用してきたものが,

近でほ起動kVAが発電機定格容量の150パーセントに及ぷ電動機

まで虹入起動するようになり,起動錯の小形化と相まってぎ装の簡

素化により船価低減の一助となっている｡

臼肋女流発電機では目口励磁により催実に電圧をビルドアップす

ることが必要であり,このため種々の方式が考えられているが,日

立製作所でほ逆耐電圧が高く電流容量の大きなシリコン整流器を使

用して 動時における金属整流器の電圧降下の低減をはかるととも

に発電機[1休の残留電圧せできるだけ高くするよう考慮を払ってい

′つJ

弟7図ほ励磁 置をキュビクルに→括収納

第8図+女流ウインドラス用

制御箱
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した場合の内観を示すものであるが,配

の裏面に組込む方式も採用されている｡

5･3.3 交流ウインドラス,

キャプスタン電気品

盤

近時,ウインドラス,キャプスタンほ交流

電化され, ご形電動機あるいほ

巻線形電劇機が使用される｡

度かご形電動機の場合は巻上げ,巻

下げに微速,定楕速,高 とノッチがあり,

高速ではノッチバック,ノッチアップの日動

操作を行い過負荷を防止Lている｡また急停

止の場合ほ電磁制動機の制動と微速運転の回

生制動とを併用Lている｡

巻線膨の場合ほCF制御を行い安定な微

運転を行い,ストール時にほ二次抵抗を入れ

た状態で運転を続けた荷軽減によりノッチア

ップを行うなど種々の特長を生かしている｡




